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■  技術概要

：ネットワークロボットシステム、ロボット制御装置、ロボット制御方法

ネットワークロボット

人間と対話するコミュニケーションロボット、案内ロボット、接客ロ人間と対話するコミュニケーションロボット、案内ロボット、接客ロ人間と対話するコミュニケーションロボット、案内ロボット、接客ロ人間と対話するコミュニケーションロボット、案内ロボット、接客ロ
ボットボットボットボット

一定の限られた環境下に配置した複数台のロボットが互いに衝突したりそれぞれ
の動作の妨げとならないように集中的に管理する。

本発明によれば、各ロボットからの要求に応じて互いに干渉しない移動経路を算出
してその移動経路の一定時間分を要求のあったロボットに通知するので、移動経
路の通知の際に遅延が生じたり、遮断があってもロボット同士が衝突したり、移動
動作の動作を妨げることはなくなり、安全にロボットの移動を継続させることができ
る。

限られたコミュニティ内に配置された、人間と対話することができる複数のコミュニ
ケーションロボット１２は、ネットワーク１００を介してロボット制御装置１０２に連なっ
ており、各ロボット１２は、コミュニケーション目的に応じて移動する経路の要求をロ
ボット制御装置１０２に出すと、ロボット制御装置１０２は、ロボット同士が互いに干渉
することのない移動経路を算出してその移動経路の一定時間分を要求のあったロ
ボットに通知することによって、移動経路の通知の際に遅延が生じたり、遮断があっ
ても安全にロボットの要求に応じた移動が可能となり、道案内や接客動作などの人
間とのコミュニケーションがスムーズに行える。


